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の歴史家で政治家でもあるギゾー (F.Guizot)の“Histoirede 1a civi1isation en Europe"が後の
歴史学の発展の上で重要な役割を果たすことになる。この書は 1874年に『泰西開化史』として荒木卓
爾、白井政夫がその一部を翻訳している。民間において最初に刊行された全訳本はイギリス人ヘンリ
ー (c.S. Henry)の英訳本“Historyof civi1ization in Europe"から永峰秀樹が翻訳した『欧羅巴























































































































システムの世と称すj と rFeudalsystemJ という英語から「封建Jという語を導き出す。すなわち福































































































































( 3) 拙稿「内藤湖南と京都文化史学J (~内藤湖南の世界』 河合文化教育研究所刊 2001)所収
(4) 溝口雄三『方法としての中国~ (東大出版会 1991)、大谷敏夫『滑代政治思想史研究~ (汲古書院 1991)等参照
( 5) 谷川道雄編『戦後日本の中国史論争~ (河合教育文化研究所 1993)、拙稿「中国史における『社会』と『人間』の把握
をめぐってJ (~中国一社会と文化~ 7 1992)等参照
(6) ~日本史大事典Jl (平凡社 1992-94)の封建制度の項をみると福沢のこの言葉は中国的封建制の概念の上に立つものとし、
西洋の歴史概念としての封建制の概念は明治 30年代三浦周行。中田薫らによって導入されたとする。福沢が封建をフューダリズ
ムの訳として認識していることについては後述する。
(7) ~日本近代思想体系 1 3 歴史認識』 宮地正人 rrr明治前半期の歴史意識 10欧羅巴文明史」解題による。また、同
書の問中彰、宮地正人の解説参照
(8) ギゾーの書は『ヨーロッパ文明史』として、 1948年安士正夫がフランス語の原書から翻訳した(世界古典文庫 日本評論
社刊、後 1987年みすず書房再刊)。現在日本ではこの翻訳書が読まれる。また、永峰の釈には誤訳もあると指摘されている(矢
島翠『日本近代思想体系 1 5 翻訳の思想』永峰訳「欧羅巴文明史」の注釈)。しかし、本稿では明治の史学史を分析してい
るのであるから永峰の理解に沿ってギゾーの著作を論じる。
- 9一
(9) ギゾー『西洋開化史~ (醜課局課述 印書局 1875) 
(10) W文明論之概略』第4巻8章「西洋文明の由来J (岩波文庫 1995 所収、初版は 1875年)
(11) W学問のす』め』第三編「一身独立して一国独立することJ (岩波文庫 1942 所収 『学問のす』め』は 1872年から
76年にかけて刊行された。第 2編は 1973年出版) W文明論之概略』第9章「日本文明の由来J、第 10章「自国の独立を論ずJ
(前掲)
(12) W脱亜論~ (W福沢諭吉選集』第7巻 岩波書庖 1981所収、もとは 1885年に発表)
(13) W 日本開化小史~ (前掲)第十三章「徳川氏治世の間勤王の気発せし事J
(14) 内藤湖南及ひ'京都文化史学の詳細については拙稿「内藤湖南と京都文化史学J (W内藤湖南の世界』河合文化教育研究所
刊 2001)参照。なお同書は 2005年三秦出版社より中国語に翻訳されて出版された。
(15) W近世文学史論~ (全集第 1巻所収)。
(16) 内田銀蔵『日本近世史~ (1903)緒論。
(17) 内田銀蔵『近世の日本~ (もとは 1918年大阪懐徳堂における講演)第 1講「江戸開府J0 1919年富山房から出版。
(18) r応仁の乱についてJ (W日本文化史研究』全集 9巻所収)。もとは 1921年の史学地理学同攻会での講演原稿。
(19) 唐代と宋代の変化については『支那近世史~ (前掲)の他、 『支那論~ (前掲)第 1章「君主制か共和制か」、 「概括的
唐宋時代観J (前掲)参照。
(20) 唐代と宋代の変化については、 1909 年から 1925 年にかけての講義ノートをまとめた『支那近世史~ (全集 10巻所収)の
他、 1914 の『支那論~ (全集5巻所収)第 1章「君主制か共和制かJ、1922年、 「概括的唐宋時代観J (W東洋文化史研究』全
集8巻所収)においてふれられている。
(21) 内藤湖南『支那論~ (前掲)第 1章「君主制か共和制か」。
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